
『家庭用ＬＰガスの「新料金体系」構築のためのガス使用実態調査と分析』 

に関する調査結果概要 

  

１．実施者 

株式会社カナジュウ・コーポレーション 

 

２．調査概要 

（１）目的 

ＬＰガスの需要帯別・時間帯別の新料金体系の構築を目的に、 
① 夏期・中間期・冬期のガス使用実態データを収集し、より詳細なガス使用実態、ガス使用傾

向の分析を進め、ＬＰガス業界が他エネルギーと比して競争力のある価格体系を顧客起点で

構築するための礎となるデータを纏める。 
② ガス使用実態の傾向から、どのような消費者層のガス使用量を、どのように伸ばすべきかの

指標となる分析を行う。 
の２点を主に調査を行い、ＬＰガス業界の発展に貢献することを目的としました。 

（２）実施方法 

神奈川県横浜市および大和市の１００件の消費者宅から使用実態データを収集し、モニタ先の属

性データ（家族構成・使用ガス機器など）と照合して、ガス使用実態の傾向を探る。 

 

 ・設置機器                     「ＩＰ型送信機」はガス使用量を、

「温度センサ」は給湯用配管の温

度をそれぞれ１０分間隔で記録す

る。このデータを収集し重ね合わ

せると、「短時間に大量のガスが使

用され、給湯用配管に温度の上昇

があった場合は給湯器使用」「一定

のガス使用量が長時間にわたって

計測された場合はガスファンヒー

タ使用」等、消費者のガス使用実

態を把握する事ができる。 

 

３．調査結果概要・効果 

①季節毎のＬＰガスの使用実 
態を、論理的なデータとし 
て明示する事ができた。又、 
一定の条件のもとで、Ｈｙ 
Ｃ－５により厨房帯・給湯 
帯・暖房帯などの用途別に 
分計する事が可能である事 
が判明した。 

設置する調査機器
の概要

給湯器
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給湯暖房機
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AC100V電源
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無線式
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防雨箱

①IP型送信機

　消費者宅の、１０分間隔の
　ガス使用量を記録します。

③ハイブリッドカウンタ
　消費者の需要を促進できる
　料金プランの検証を行います。

②温度センサ
　給湯機又は給湯暖房機による
　お湯の使用先を記録します。
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②「厨房帯」「給湯帯」「暖房帯」のガス使用量の、季節毎の平均値及び分布幅を確認できた。 
 
◎平成１６年８～１２月分「厨房帯」ガス使用の分布データ  ◎平成１６年８～１２月分「給湯帯」ガス使用の分布データ 

 
 
 
 
 
 
 
 
◎平成１６年１２月分「暖房帯」ガス使用の分布データ 

 
 
 
 
 
 
 
 
③消費者を、ガス使用量（月間）、家族構成（家族数・シルバー層の有無）、保有ガス器具の３要 
素でグループ分けしてその使用実態を捉える「ＭＴ分析」の開発により、料金メニュー提案の 
重要性がより明確になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．調査結果の今後の活用、調査結果を踏まえた今後の取り組み 

・ＬＰガスの使用実態がわかった事で、使用実態に合わせた競争力のあるＬＰガス料金の価格設

定が可能となった。 

・ＬＰガス販売事業者が顧客との継続的な信頼関係を構築し、ガスの需要拡大を図る手段として

「ＨｙＣ－５を用いた新料金メニュー」を選択する判断材料になる。 

 

５．補助金確定額 

   ￥２６,０４７,１２２円 
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・「厨房帯」におけるガス使用量は平均５～７m3

程度で、季節差による変動は極めて小さい。 

・「給湯帯」によるガス使用量は平均８～２６m3

と、季節による変動は極めて大きい。 

分布幅も広範囲。 

・「暖房帯」によるガス使用量は、広い範囲に分布

しているが、極端に多くのガスを暖房帯用に 
使用する事例はみられない。 
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ガス使用量（m3）

平成１６年１２月
6以上

家族数（人）

A(A')

B C

D

E

F
・グループＡ  

２人以下（若年層）     コンロ＋給湯    ２０m3 未満 

（Ａ’２人以下（シルバー層のみ） コンロ＋給湯 ２０m3 未満）

・グループＢ 

３人以上（子供と同居）   コンロ＋給湯    ２０～５０m3

・グループＣ 

３人以上（子供と同居）   コンロ＋給湯＋暖房 ３０～８０m3

・グループＤ  

２人以下（シルバー層のみ） コンロ＋給湯＋暖房 ３０～６０m3

・グループＥ  

３人以上（子供と同居）   コンロ＋給湯    ２０m3 未満 

・グループＦ  

５人以上（３世代同居） コンロ＋給湯＋暖房 ５０m3 以上 

〔神奈川県における、１２月の月間ガス使用量での値〕


